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朝夕は少ししのぎやすくなりましたが、日中はまだまだ暑い日が続いています。季節の

変わり目は体調を崩しやすい時期ですから、十分気をつけてください。特に、3 年生は 13

日（木）からオーストラリアへ海外研修旅行に、また 5 年生は 18 日（火）からヨーロッパ

へ海外修学旅行に出かけます。出発までの体調管理も大切な準備ですよ。 

さて、台風 18 号の影響が心配されましたが、昨日 2 学期中間考査が無事終わりました。

今日から答案の返却が始まっていますが、十分に成果が表れたでしょうか。点数に一喜一

憂するのではなく、ＴＤＮを活用して振り返りをきっちり行い、次につなげて欲しいと思

います。考査後の取組みが重要です。 

 

話は変わりますが、私が以前勤務していた学校で、ハローワークの方をお招きし生徒に

対し職業についての講話をしていただいたことがあります。働くということについての心

構えや今学校生活で身に着けておかなければならないことなど、色々なお話がありました。

そして、最後に＜アヒル＞という言葉でまとめられました。これは、将来社会に出てから

非常に大切なことです。普段の生活でしっかり心掛けて行動してください。 

アは「あいさつをする」 

昔から、「親しき中にも礼儀あり」という言葉があります。これは礼儀の根底に人間尊重

の精神があり、礼儀正しく接することは相手を一人の人間として大切にしているというこ

との証だからです。よく「無視された」という理由でけんかになったり、いじめられたと

感じて傷ついたりする人がいるのも、そのためです。  

  礼儀の第一歩はあいさつです。そして、あいさつは人と人をつなぐ架け橋になり、相手

の心に自分の心を届けることができるのです。あいさつは、それぞれの文字を頭にして、

「明るく、いつも、先に、続けて」と言われます。あいさつは心掛けと実践です。大きな

声で爽やかなあいさつを続けましょう。 

ヒは「人の話を素直に聴く」 

  生徒の皆さん、先生方の話をいつも真剣に聞いているでしょうか。前号で、パスカルの

「人間は考える葦である」という言葉を引用しましたが、遠足での様子を見ていると、ま

だまだ話を聞いていても、自分で理解して考えて行動できる人が少ないように思います。

耳を傾けるだけでなく、目で見て心を添える聴き方ができれば、相手の気持ちを理解する

ことができ、自分の行動すべきことがわかります。しっかり心掛けてください。そして、

素直な心で人の話を聴くことのできる思いやりのあふれる人になって欲しいと思います。 

ルは「ルールを守る」 

  我々が生活している社会においてルールを守ることは当然であり、それらを守ることで

秩序が保たれています。学校という狭い集団でもこれは同じです。学校にも皆さんが気持

ちよく学校生活を送れるよう決められたルールがあります。当然、時刻を守ることもその

一つです。常に集団の一員としての自覚と責任を持ちルールをしっかり守ってください。

これぐらいなら許されるだろうというルールはありません。時には我慢することも必要で

す。ルールを守って協力してこそ楽しい学校生活が送れるのです。 

 

特に、3 年生と 5 年生の皆さんは海外で＜アヒル＞を徹底してください。 
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